
学校だより

令和５年７月１２日
２８号

学校長 杉本賢二

校 訓 「和の心」
学校教育目標 「社会に貢献しながら自立する生徒の育成」 －気づき・考え・実行する－
校内研究重点 「ＷＥＢＱＵを活用し、学級の安定と活性化を図る」

学校教育重点 「健やかな身体の育成」・「生徒の良さを生かし課題を改善する連携 」

民間の施設を活用し、「水泳の授業を全校で実施」しました

プールが設備の故障のため今年度は使用できないために、富士吉田市の民間の施設を利用

して、全校生徒で水泳の授業を昨日実施しました。教育委員会（２名）や産業振興課（１名）の方

々に運転していただき、３台に分乗して移動しました。水泳の授業実施のために、様々な方々か

ら多大な援助を頂きながら、貴重な体験をする事が出来ました。

指導者の方々からは、「礼儀正しく、意欲的に学ぶ姿勢」に、「とてもしっかりしている中学生」だ

と評価して頂きました。

水泳の指導が専門のインストラクターの方々３名が指導をしました。本校の体育科の外川先生・

山口先生も指導に参加しました。校長をはじめ、参加した教職員も民間の水泳指導の方々から学

ぶ点も多く、良い研修になりました。

水の事故を防ぎ、生涯に渡って水に親しみながら健康の保持増進に生かして欲しいと思いま

す。

送迎をして下さる方々に挨拶し学年別に乗車 会場に到着し、インストラクターの方に挨拶



富士吉田市の「アエラスポーツクラブ」の施設 最初に全員で準備体操

３グループに分かれて活動 初心者には遊びを通して水に慣れる活動

スモールステップで、丁寧に楽しく指導 短く、的確な指示。目標が明確な指導と評価

一人一人の演技に適切な評価 クロールの腕の回旋指導 陸でしっかり確認し水中で演技

生徒たちは「楽しみ」ながらも、目に見える上達でした。本校の教職員にも良い研修でした。



学校教育重点目標 「豊かな心の育成」

学びを振り返り、お礼を伝えることに課題

水泳の指導をしていただいた最後に、終わりの会をしました。「学びを振り返り、お礼」を伝える
ためです。指導して下さった方に求められた「学びの内容」を３名の３年生が発表しました。学びを
言語化し、相手に伝えながら感謝を表現することには課題があります。これは社会で重要な力で
す。保護者の方々と協働して伸ばしたいと思います。家庭でのご指導もお願い致します。

指導者の方からの励ましの言葉 水泳を「楽しく」、そして「繰り返す」大切さを伝える指導員さん

自分の言葉でお礼を述べる結友さん 的確に学びを伝える千莉さん 水泳への感謝 舞桜さん
ゆ い と せ ん り ま お

会社役員・インストラクターの方々 送迎をして下さった方々へのお礼の場面



学校教育重点目標 「豊かな心の育成」・「地域の方々との連携」

ふるさとや母校を愛し、主体的に環境整備をする

中学校の玄関にマリーゴールドの花が植

えられ、生徒やお客さんを毎日迎えていま

す。この花は、１年生の花植え活動の時に

商工会議所の女性部の皆さんから頂きまし

た。「山口嶺」さんが代表を務める福祉・美
れ い

化委員会が設置し、散水しながら美しさを

保っています。花を愛する心、美しさを保つ

努力をする心が豊かな人間を育てます。

学校教育重点目標 「生徒の良さを伸ばし、課題を改善するための連携」

各種の「連携会議」に参加し、山梨県の教育に貢献しています

青少年赤十字担当者会議
７月６日（木）に甲府市の山梨赤十字会館で

「青少年赤十字担当者会議」が行われました。

本校は、今年４月に「いじめの予防」について

赤十字の加盟校に発表しました。その結果、秋

に山梨県の青少年赤十字の加盟校で「いじめ予

防」に関する取り組みが決定しました。

山梨県少年サポートネット推進協議会
７月７日（金）に県庁の防災新館で「山梨県少

年なサポートネット推進会議」に山梨県の小中学

校の校長を代表して参加しました。令和４年の山

梨県のデータでは、４千人を超える少年が非行で

補導され、小中学校での対策と連携の重要性と

事例について発表しました。

※ 司法用語の「少年」には、女子も含まれます。




